（様式１）

予算要求資料
平成２９年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費
	事業名　新１００年先の森林づくり普及推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　林政部　林政課　森林計画係　電話番号：058-272-1111（内3024）

　　　　　　　E-mail： c11511@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　8,788千円（前年度予算額：0円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	　　 0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	8,788
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,788

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・戦後、植林された多くの人工林が利用期を迎える一方、森林の「少子高齢化」が進行するとともに、過去の生育環境に適さない樹種の植栽や育林施業が不十分であることから、将来的に森林の持つ多面的機能の発揮に支障を生じることが懸念されている。

・今まさに、資源を有効に活用しつつ、同時に将来の森林づくりを考える時期にきており、森林法に基づく地域森林計画との整合をとりつつ、森林が本来の生育環境に適した配置となるよう現状を分析し、それを基に望ましい森林の姿を示す必要がある。

（２）事業内容

　　①森林区分に沿って実際に施業を行った森林の効果検証
　　②１００年先の森林づくりの普及啓発
　・次世代を担う子供（小学生）対象の小冊子作成

③木材生産林の高精度解析等
  ・レーザー測量成果等を活用した高度解析委託

　　　・冠雪害のリスク解析及び技術指針の作成
（３）県負担・補助率の考え方

　　・１００年先の森林づくりは、第３期森林づくり基本計画の中で、総合的・重点的に取り組むプロジェクトに位置づけられており、県を事業主体とする。
（４）類似事業の有無
　　・なし。
３　事業費の積算内訳
	科　　目
	主な使途
	金　　額

	旅費
	業務旅費
	372千円　

	消耗品費
	調査用消耗品
	173千円　

	印刷製本費
	小冊子の作成
	378千円　

	役務費
	通信運搬費
	59千円　

	委託料
	効果検証業務委託、
高度解析研究委託等
	6,696千円　

	備品購入費
	衛星画像購入
	500千円　

	その他
	賃金、共済費等
	　  610千円

	計
	　
	8,788千円　


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
・１００年先の森林づくりは、岐阜県森林づくり基本条例に基づき県が策定する岐阜県森林づくり基本計画に位置づけられている。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・針広混交林化に誘導するための施業の効果を検証するための施業の実施及び木材生産林における資源量把握のため、航空レーザー測量成果等を活用した森林資源の高精度解析や冠雪害のリスク解析を行い、より精度の高い森林配置計画とするために、これらの成果を活かす。

・１００年先を見据えた森林づくりの取組を県民に普及啓発するためのＰＲを行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
（主なもの）
	事業開始前
（前期計画）
	指標の推移
	現在値
（推測）
	目　標
	達成率

	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―

	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―


○指標を設定することができない場合の理由
	１００年の森林づくり計画を精度の高いものにするために、検証・解析等を継続的に実施していくべき内容であるため。


（前年度の取組）

	―


（前年度の成果）
	―


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○
	・全国育樹祭（平成２７年度開催）で発信した「１００年先の森林づくり」を具現化するために必要である。
・１００年先の森林づくりは、岐阜県の森林関係の最上位の計画である第３期岐阜県森林づくり基本計画の柱の一つとして位置づけられている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　 ―

	―

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

   ―

	―


（今後の課題）

	当該事業で得られた成果等について、１００年の森林づくり計画に反映させていく必要がある。


（次年度の方向性）
	１００年の森林づくり計画を精度の高いものとしていくための取り組みを継続する。


